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ムにより 0-1 変数の一部を固定する. この際, 実行可能解が存在
するような固定法を行い, 計算時間を短縮する. この問題に対し
































5. 取り扱うネット N は, 共有資源付きタイムマークグラフで
ある.
6. ネット Nは共有資源 Rを持ち,共有資源プレース r ∈ Rと
その入出力アークを除去すると,ネットは有向閉路を持たな
いマークグラフである.





以下に本研究で扱う問題の定式化を記す. 変数を, 周期 C, 初
期マーキングM0,プレースへの滞留時間 λ,補助変数 Zijk とす
る.また定数を,前向き接続行列 A+,基本タイセット行列 Bf ,十
分に大きい値W とする.(1)式は周期を求める際のタイムマーク






CBfM0(qijk) = Bf (A
+)T d+Bfλ (1)
M0(qijk) +M0(qikj) = 1 (2)
Zijk ≤ C (3)
Zijk ≤M0(qijk) (4)
Zijk ≥ C +W (M0(qijk) − 1) (5)






























関数とした.Ci は個体 i の時の周期,Ti は個体 i の時の計算時



























3. 染色体の種類 が (0,1) であるような遺伝子集団を生成する.
4. 2の数列と 3の遺伝子集団を比較していく.












4. αbest ← αnew とする.
5. 選択,交叉,突然変異を行い,新たな集団の生成を行う.
6. 2,3を繰り返し, αnew を再び求める.
7. αbest < αnew であれば.αbest ← αnew とする.
8. 5 ∼ 7を指定回繰り返す.
9. 指定回繰り返したら, αbest を近似解として終了する.
6 シミュレーション
機械数, 仕事数が違うモデルをいくつか用意し, 個体数 10, 世
代数 10, 交叉率 0.8, 突然変異確率 0.05 とし, 提案手法を適用す





図 1 7仕事 7機械 図 2 10仕事 5機械
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